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午後の音楽 café（１月１９日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（１月１９日開催）評価会議 
 

日 時：平成２９年１月２３日（月）１４：００～１５:１５ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

水澤、阿部、猪俣、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：７９名 ※１～７までを北川報告 

◎一般来客５３名 

◎見学者１名（吉成市民センター１名） 

◎リベラ荘の方１名 

◎地域スタッフの方１１名 

（吉成学区社会福祉協議会：４名、ボラ・ネット杜の丘：７名） 

◎職員１１名（杜：６名、包括４名、丘：１名） 

◎実習生２名（東北福祉大学実学実習１名、介護支援専門員実習１名） 

 

２．飲み物：１０４杯 

◎初回オーダー（５３杯） 

   ・コーヒー：４５杯、緑茶：５杯、ほうじ茶：２杯、麦茶：１杯 

  ◎おかわりオーダー（５１杯） 

   ・コーヒー：２６杯、緑茶：６杯、ほうじ茶１８杯、麦茶：１杯 

 

３．お菓子：２１個販売（６５個発注） 

  ◎今回より発注の段階で６５個に減らしていた。 

  ◎フリートーク中の会話が弾み、飲み物のおかわりも少なく、お菓子を召し上がる方も少な

い傾向にあった。 

  ◎売れ残りはボラ・ネットの皆さんと杜の職員とで買い取りしました。 

  ◎初回オーダーに付ける一口チョコレートの味をミックスタイプ（いちご味、ホワイト味な

ど込みのタイプ）に変更してみた。たまには味の変化があった方が喜ばれるかも…と少し

割高商品であるが提供してみたが、反応はどうであったか？ 

  ⇒全く意見は出ていない。隣と比べて「私いちご味は嫌だわ」など出るのもおかしくなるの

で、今までの１種類のタイプで良いと思う。（今野さん） 

  ⇒確かに、いくつかの商品を食べ比べてみて、質と量、価格の比較の結果、今までのセブン

アップの商品にしていた。それでは今後も以前の商品にすることに。（北川） 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

◎外担当（松本、木村、松橋） 

・今回より桜並木下の駐車場の台数が追加になったことにより、余裕をもって対応できた。

新駐車場には案内しない予定にしていたが、路面状況も問題なかったため後半にいらした

２台を案内した。 

・前週からの雪は概ね溶けていたが、敷地内正門前の駐車場がやや路面凍結していたため、

乗り降りの際には慎重に付き添い対応を行った。 

・今回は危険を感じる運転はみられなかった。 

・２月も天候に左右されるため、路面状況に応じて準備の段階から対応していく。 

 

◎玄関対応（藤本、実習生２名） 

・来客数がやや少なく、見学などの対応が不要であったためスムーズであった。 

・リベラ側のスリッパを使用する方もいらしたが、靴の管理も順調であった。 

・吉成市民センター職員は第１部のミニコンサート終了後に退席。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は１９枚。回収率３４.６％。回収率は平均的。 

・今回はリピーターの方のアンケートが多かった。 

・講話の内容からフリートークへのつながりについてのコメントがあり、テーブルで「もの
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忘れ」や「介護」についての話ができることの評価が寄せられていた。 

・講話の内容が「いつもと違って良かった」「身近に感じた」との感想がある一方で、「認知

症が病気ではない」という表現に戸惑われた方も数名いらした。 

・昨年度も「認知症の人と家族の会」の関東さんがいらした際と同じような反響であった。 

 

６．今後の演奏について ※来年度のスケジュール表（枠）を作りました。 

  ◎２月２１日（火） 

 関本愛さん（メゾソプラノ）＆伏見姿さん（ピアノ） 

 ※８月の演奏者の再演 

 

◎３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 

   ※１１月の演奏者の再演 

 

 ◎来年度７、８、９月のいずれかでギター＆ピアノが決定。初ギターとなります。ピアノは

山本直子さん。同じヤマノ楽器の音楽教室講師千葉敏之さんを紹介していただきました。 

  ⇒７月のナイトカフェの時だと雰囲気が出ていいと思う。ぜひ交渉を！ 

（渡辺さん、二科さんより） 

 

◎来年度の演奏者として、チェロ演奏はどうか？との提案。今までにチェロ演奏がなかった

ことと、近隣ににチェリストがいらっしゃるので二科さんより紹介して下さるとのこと。 

  ⇒ご近所の二科さんより連絡を入れて下さることに。 

 

７．講師について 

  ◎２月２１日（火） 

 田村みどりさん（認知症介護研究・研修仙台センター/研修指導主任） 

 ※矢吹先生の予定でしたが、都合により田村さんへ変更となりました。 

  内容は１月３０日に打ち合わせ予定です。 

 

◎３月 1６日（木） 

ものわすれの寸劇「ゆめもり座」による第 2弾。「認知症への理解～友情編」 

   出演者決定！新メンバーによる顔合わせを１月２４日（火）１４時より行う。 

  ・塚田満さん（中山「つかだ整骨院」院長、脚本・演出） 

・藤井敦子さん（桜ヶ丘在住の方、認知症の母親の介護経験あり、出演者） 

  ・木村陽介（せんだんの杜 総務係長、出演者） 

  ・細川隼人（せんだんの杜 リベラ荘－響の間ユニットリーダー、出演者） 

  ・佐藤市江さん（中山在住。１２月のカフェで偶然にも塚田先生と出会い、劇中のハーモニ

カ奏者としての参加が決まった。塚田先生のお母様の友人であったつながり) 

  ・及川美津子さん（中山在住の方、佐藤市江さんの友人として一緒にハーモニカ演奏として

参加） 

  ・豊田俊子さん（旧 MOMO Café スタッフの方、黒子役リーダーとして協力） 

  ・水澤里志（せんだんの杜 リベラ荘-施設長、出演者） 

  ・木村愛 （せんだんの杜 リベラ荘-生活相談員、ナレーター） 

・北川瑞穂（せんだんの杜 リベラ荘-生活相談員、出演者） 

 ※地域からの参加が増えました。みなさん、やる気に満ち溢れています！ 

※出演者が増えたことにより、以前よりも練習日程などの調整が困難になる。 

 ※台本は出来上がっているが、現時点ではボリュームが大きいためシェイプ化を図ってい

る段階。 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・今回より淹れたコーヒーを保温できるサーバーを１台導入しました。 

  ・参加人数が５０名程度であったため、ゆっくりとスムーズに対応できた。 

  ・保温サーバーの導入により、対応に余裕を持つことができた。 
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  ・今回は、みなさんテーブルでの話に夢中な傾向にあり、おかわりに回っても「今はいいで

す」といい意味で断られる方が多いのが特徴であった。どのテーブルも会話が弾んでいて

雰囲気も良かった。 

  ・前回、講話や演奏の最中に食器を棚にしまっていたことにより「音がうるさい」と１番テ

ーブルより指摘があったため、静かな時間は片付けないように配慮した。作業台にテーブ

ルを全部出すようにしていた。 

  ⇒「だから静かになって、聞きやすかったよ！」（二科さんより） 

 

９．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・医師の方で認知症になってしまった人が知り合いにいて、他の認知症の人とは対応が異な

り、難しさを感じた。 

  ・家族が認知症になり、車の運転を止めさせたいと思った時に、自宅に鍵を隠すのは見付け

てしまうからダメで、最終的には近所に駐車場を借りて自宅の前には停めないようしして

車を隠した。 

  ・免許の更新手続きを家族が協力しないようにして、可哀想ではあったが最終的には更新が

出来ずに乗らなくなった。 

  ・市内より参加（以前も来ていた）。他包括との認知症カフェを開催しているが、場所の課題

などがあり難しさを感じている。「午後の音楽 café」へ偵察に来ている。同じテーブルの

常連さんと自然に会話が弾んでいた。 

  ・叔父さん夫婦に認知症かもと怪しさを感じているが、年に数回しか会わないのに指摘をす

るのは難しいと感じている。このような認知症カフェが近くにあればいいのに…と感じた。 

  ・近隣より初参加。夫の母親が他県に一人で住んでいたが認知症になり、仙台在住の夫の妹

宅へ引き取った。妹は他区在住。 

  ・講話のなかで「認知症の人と向き合って」と言っていた。頭では分かるけど、一体どうや

って向き合うのよ！という感情が残る。 

  ・認知症にならないような予防ゲーム的なものがあるといい。 

  ・初参加の方より「どのような状態だと認知症なのか？区別がつかない。事例で教えてもら

いたい。また、どうしたらならないのかを知りたい。」と。 

  ・丹野さんのように当事者として自分の気持ちを表現できたらいいと思った。 

  ・近隣から参加の方。父親の言葉が出にくくなっているのを感じて不安。認知症の始まりか

しら…？以前に転倒し、市内の病院を受診し、検査を受けている。 

  ・社協の催しのチラシ配布したため「今度一緒に行きましょうよ！」と声を掛け合っていた。

チラシ効果があった。 

 

１０．その他 

  ・１月のプログラムの「今後のスケジュール」の箇所の３月１６日（木）を誤って（火）と

表記してしまっていたため、次回に訂正します。 

  ・今年度は、助成金をいただいているため、チラシの右上部に「（公財）日本社会福祉弘済会 

助成事業」と追記していますが、助成期間の３月チラシまで記載します。 

・助成金の成果物として、以前説明させていただいた冊子と報告書に共催団体の名称と「午

後の音楽 café」コアメンバーの皆さんの芳名を記載してもよろしいでしょうか？ 

⇒４名の方より了解いただく。下記の通り。 

【吉成学区社会福祉協議会】 会長 熊谷英昭さん  ※仙台市などの名称は不要 

              庶務 二科鑛治郎さん 

【ボラ・ネット「杜の丘」】  代表 渡辺礼子さん  ※正式名称には・と「」入れる 

              庶務 今野美枝子さん 

◎次回の振り返り日時 

   ・平成２９年２月２３日（木）  １５:００  ～  せんだんの杜にて 

 【配布資料】 

  ◎第１７回 アンケート集計結果 

◎次回２月のチラシ（カラー版） 

  ◎第１６回（１２月２０日）ホームページ 

  ◎平成２９年度スケジュール表（日程の枠）  
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午後の音楽 café（２月２１日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（２月２３日開催）評価会議 
 

日 時：平成２９年２月２３日（木）１５:００～ 

参加者：熊谷会長、今野さん、二科さん 

水澤、鈴木、阿部、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：８６名 ※１～７までを北川報告 

◎一般来客４９名 

◎見学者５名（吉成市民センター１名、事業者２名、リベラ荘職員１名） 

◎リベラ荘の方２名 

◎フェリコ館の方２名 

◎地域スタッフの方９名 

（吉成学区社会福祉協議会：３名、ボラ・ネット杜の丘：６名） 

◎職員１４名（杜：７名、包括６名、丘：１名） 

◎実習生５名（東北福祉大学実学実習２名、介護職員初任者研修３名） 

 

２．飲み物：１０３杯 

◎初回オーダー（６５杯） 

   ・コーヒー：４１杯、緑茶：６杯、ほうじ茶：１３杯、麦茶：５杯 

  ◎おかわりオーダー（３８杯） 

   ・コーヒー：２２杯、緑茶：１杯、ほうじ茶１５杯、麦茶：０杯 

 

３．お菓子：３１個販売（６５個発注） 

  ◎今回より発注の段階で６５個に減らしていた。 

  ◎フリートーク中、お菓子がなくなって他から補充するテーブルと、全く手を付けないテー

ブルとに分かれた。 

  ◎残った分は社協の皆さんと杜の職員とで買い取りしました。 

  ◎今回より「クッキーのビニール袋が開けにくい方がいる」との課題に対し、小さなハサミ

を各テーブルに準備しました。開始前の共有事項の確認の際に伝えるのを忘れてしまいま

したが、お客さまの反応はいかがだったでしょうか？ 

   ただし、今回の発注時にビニール袋に留めていたセロハンテープを貼らないように依頼し

ていたこともあり、指での開封も支障ない改善はされていました。 

  ⇒特に反応はなかった。ハサミがあったことには気付いたが、使っている人がいたかどうか

までは気にかからなかった。でも、いろいろな人がいるので便利にはなると思う。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

◎外担当（松本、木村、松橋、藤本） 

・雪が吹雪いている気候でしたが、お客さまの流れは通常通りだった。 

・演奏者用２台分もお客さま用として使用できる台数でしたが、敷地内が埋まり、桜並木下

の駐車場にも数台誘導して不足はなかった。 

・かなり強く吹雪いていましたが、積雪はなく、歩行などにも支障はみられなかった。 

・かえって吹雪いている中での誘導担当職員に対して、声を掛けて気遣って下さる方も多く

いらしてありがたかった。 

・誘導担当職員にも顔馴染みに感じて下さるようで、その場で立ち話になる方も出てきてい

る。 

 

◎玄関対応（水澤、鈴木、実習生５名） 

・玄関対応に予定していた職員が外の誘導へ入ってしまったため、急きょ対応できる職員が

担当した。連絡不足でしたので、次回以降はしっかりと伝達します。 

・事前に予定していた実習生に加え、当日になって急きょ増えた４名が玄関対応にあたるこ

ととなったため、人手はあったがバタバタしてしまった。 

・大正琴の演奏者も参加者としていらしていた。「実は１２月に演奏したピアニストと知り合

いだったのよ。たまたまここのカフェの話をした時に『自分もそこで演奏しました！』と
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いう話になって…。狭いわね。」とのこと。 

・吉成市民センターからは狩野館長が参加。「住民の方々がこんなにたくさん集う機会は貴重

ですね。今後も市民センターから必ず参加します。」とのこと。 

・講話の後のフリートークの時間帯から参加された若い方２名あり。「すぐ退席しますので…」

とのことで、テーブルには入らず後ろの見学席へ。「事業所の方ですか？」と声を掛けると

少し躊躇されてから名刺を下さる。現在は介護施設で勤務しながら、会社を立ち上げてい

るとのこと。これらと近隣の他の事業所とコラボレーションして認知症カフェができない

かと検討している段階。ホームページで「午後の音楽 café」の経過を毎回見ており、「色々

と面白そうな取り組みをされていると思い見に来ました。こんなにお客さまが多く来てく

れ、表情に活気があり、話も弾んでいる雰囲気に驚いた。来てみて良かったです」との感

想をいただいた。 

⇒今後は事業者のような見学者には、先方が希望すれば「テーブル担当の振り返り」まで参

加してもらってもよいか？その方が、カフェの開催中の一面のみの感想ではなく、参加者

からのダイレクトな声や運営の側面なども知ってもらえることになる。これから認知症カ

フェを始めたいという方向があるのであれば、そこまで参加した方が具体的なノウハウを

学ぶことになるのではないか？（阿部） 

⇒了承。その方向で見学者へ提案してみることとなった。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は２４枚。回収率４１.４％。回収率はやや多かった。 

・初参加の方から７枚の回答あり。 

・「会場に入った時からニオイがきつくて困った」という内容あり。このお客さまは講話の後

に退室、帰宅された。玄関でニオイの内容を伺ってみると、「会場に入った時から、何とも

言えないが身体が反応してしまった。もともと化学物質過敏症のため衣類収納時のショウ

ノウや消臭スプレーなどはダメ。ここには何度も来ているが、今までこんなことはなかっ

たのに。」と。すぐに会場を１周してみると、女性用トイレから消臭スプレーの香りが会場

の中央あたりにまで強めに漂ってきていた。お客さまの中で使用された方がいらしたよう

であった。玄関へ戻り、その旨を伝えてみたが、「それかどうかは分からない。かえって嫌

な思いをさせてしまってすみません。いつもは何の不快もなく楽しみにしているので、気

にしないで下さい」とおっしゃり帰宅された。 

⇒ワンプッシュタイプであるが、知らずに通常のスプレー分を使用してしまったか、トイレ

の中でスプレーが衣服に付着してしまった可能性もあるため、以後はカフェの際にはトイ

レに設置しないように準備する。 

 

６．今後の演奏について ※来年度のスケジュール表参照 

  ◎３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 

   １１月の再演。 

 

  ◎７月２０日（木）ナイトカフェ 

   千葉展子さん（フルート）＆他の楽器（予定） 

   ご近所でもあり、馴染みの演奏者でもあり、Jazz での演奏もやってらっしゃるとのことで

依頼しました。「ナイトカフェ、おもしろそうですね！」と快諾いただきましたので、華を

添えていただきましょう！ 

 

◎８月２２日（火）『アンサンブル・プティフール』 

   火煙節子さん（チェロ）＆水野二郎さん（フルート）＆山田淑子さん（ピアノ） 

   初のアンサンブル！火煙さんは近隣在住、二科さんが紹介して下さいました。一度杜へ来

荘して下さり、認知症カフェの説明と会場の下見をされています。普段３人ユニットとし

て活動されている上記ピアニストの山田さんは吉成市民センター職員の山田さんの妹さん

でした！こちらもご縁がつながりました。 

   フルートの水野さんがお仕事の都合で６～７月までは超多忙とのことで、８月の日程に決

まりました。 
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   火煙さんはヴィオラの吉田和久さんと幼少期からのお知り合いとのことでした。 

 

  ◎９月２１日（木） 

   千葉敏之さん（ギター）＆山本直子さん（ピアノ） 

   初のギター演奏です。山本さんからの紹介でつながりました。 

 

７．講師について 

  ◎３月 1６日（木） 

ものわすれの寸劇「ゆめもり座」による第 2弾。～越えて歌おう この歌を～友情編」 

   出演者決定！新メンバーと共に２回の練習を経ています。 

  ・もの忘れの症状が気になる主人公が、友人に誘われて久しぶりに町内会の親睦会へ参加す

ることとなり、仲間の理解と協力、友情により、一度は諦めかけた夢を実現するために、

主人公の思いのこもった曲「高校三年生」をみんなの前で歌い上げるまでのストーリー。 

  ・３０分の限られた時間でボリュームのある内容をいかにまとめていくかが目標です。 

  ・参加者が増えたことで練習日程の調整が難しいですが、2/27、3/2、6、9、13 の練習日を

予定しています。新たに実習生も加わりました。 

 

◎４月 or ５月（調整中） 

せんだんホスピタルへ講話を依頼中。来週に返答があります。認知症についての分かりや

すい講話と認知症疾患医療センターとしての機能と地域でのつながりを含めた内容を依頼。 

 

◎上記が決まり次第、在宅訪問栄養士の方に講話を依頼予定です。（予定） 

   市内でも数少ない役割を担っていらっしゃる方です。明るくテンポよく、笑いを交えた「栄

養と認知症予防」についてのお話になりそうです。 

 

◎７月２０日（木）ナイトカフェ 

   認知症介護研究・研修仙台センター：矢吹知之先生 

「ナイトカフェ」についての内容を盛り込んでいただきます。 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・コーヒーメーカーと湯沸しが同時になったことによりブレーカーが落ちてしまいました。

今までと同様の延長ドリルとコンセントの使用でしたが、次回より展示コーナーの部屋よ

りコンセントを延長させてセッティングします。 

  ・ボラ・ネットのスタッフとしては６名のため少なかったが、テーブル担当の協力もあり支

障なくできた。 

  ・ほうじ茶のオーダーが多かった。 

  ・おかわりのコーヒーをついで回ることでカップを下げたり再び出すという手間が 省略で

きた。 

  ⇒ついで回っているのはオーダー票に反映されているのか？（二科さん） 

  ⇒ついでいるスタッフがカウントして記入しているから大丈夫。（今野さん） 

 

９．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・６０歳代の福祉に関心のある男性。カフェに何度か参加してきて、今回は近くに住んでい

る兄をギリギリ連れて来た。民生委員にも興味があるようで、「なり手が少ないようだが、

俺でもできるのか？」などとの質問があった。高齢の父親がいるため、そのうち包括へつ

なげたいと思っているとのこと。 

  ・ご近所同士の女性２名より「何か手伝いできることないか？」「どうやったら手伝いができ

るのか？」などとカフェへの協力に関する質問があった。杜としてのボランティアか、ボ

ラネットの会員になっての協力の形を案内した。 

  ・近所の施設より参加された方より「身体を動かすことのできる場を探している」とのこと

で近くの自主グループを紹介した。 

  ・近くより母娘の参加。「いろいろな所に出てみたい」との希望から、担当のケアマネジャー

より認知症カフェの紹介を受けた経緯。 
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  ・夫婦で参加。妻の方が入院治療中であるが、本日はカフェへ参加するためにと一時外出し

てきた。「大勢の中に入るのに抵抗があったが、いざ入ってみたら、いい気分転換になった。」

と。 

  ・テーブル担当の人数が少なかったので、入れないテーブルもあったが、常連や会話が弾ん

でいたので大丈夫だとみていた。 

 

１０．その他 

  ・今回は今野さんの『つるし雛』をお借りして飾りました。 

・杜の職員が「カフェ用に」と自宅より『ネコヤナギ』を持って来てくれ、入り口に飾りま

した。お帰りの際にお客さまへ声を掛け、数人の方に１枝ずつお持ち帰りいただき喜ばれ

ました。 

・３月のカフェの際にボラ・ネット『お雛様展示会』のＰＲをいたしますか。 

⇒ぜひとも！配布できるようにチラシを準備して、『つるし雛』を１０基程持って来るのでフ

ロアーに飾りましょう。４月のカフェには『桜のつるし』を持って来るのでそちらを飾り

ましょう。（今野さん） 

 

・「日本社会福祉弘済会 助成事業」への報告書の内容についての確認。 

⇒振り返り記録としてまとめたものを報告するため、みなさんの発言に対してお名前を記載

している記録を報告してよろしいかどうか？ 

⇒いいです。（参加者のみなさんより） 

 

・演奏者と講師の調整、広報の兼ね合いもあるため、ナイトカフェの開催時間を決めたいで

す。 

  ⇒全国の他の認知症カフェの夜間開催情報をいくつか伝える。 

⇒「夕方以降だと１７時過ぎだね。働いている人のことを考えると１７時３０分からが良い

のでは？」「夕飯時は女性の人が出てこられないのでは？」「その時間なら準備が終わって

いる時間だし、終わりの時間を考えるとちょうどいいかもね」 

⇒７月２０日（木）ナイトカフェ開催時間を１７時３０分～１９時３０分と決定。 

  ⇒通常のカフェ・メニューではなく、ビール、缶チューハイ、ウーロン茶、ジュースなどの

アルコール・ノンアルコールの飲み物を準備し、お酒を飲む人は徒歩参加、もしくは家族

の送迎で参加してもらう。おつまみとして乾き物、冷凍の枝豆などもあるといい。 

  ⇒ナイトカフェは飲食実費でいいのでは？その場で現金のやり取りはできるだけ少なくした

方がいいので、色別の食券制が一番安全。誰がどれだけお酒を飲むかも把握しやすいので、

飲み過ぎ注意と助言ができるのもいい。半券にして品物と引き換えるのが町内の夏祭りの

方式。それが一番確実だと思う。 

  ⇒初めての試みであり、参加者もスタッフも少ないと予想されるので、我々スタッフも一緒

に座るのもいいね。一緒に参加型にしてみよう。相談コーナーもなしでいい。 

  ⇒飲酒による安全の確保やメニュー、準備などの詳細は今後の振り返りの場面で随時検討を

進めていくことに。 

 

◎次回の振り返り日時 

  ・平成２９年３月２３日（木） １５:００～  せんだんの杜にて 

 

 【配布資料】 

  ◎第１８回 アンケート集計結果 

◎次回３月のチラシ（カラー版） 

  ◎第１７回（１月１９日）ホームページ 

  ◎平成２９年度スケジュール表 
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午後の音楽 café（３月１６日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（３月１６日開催）評価会議 
 

日 時：平成２９年３月２３日（木）１５：００～ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

水澤、鈴木、阿部、猪俣、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数１１１名（歴代最高人数でした！！） ※１～７までを北川報告 

◎一般来客６４名 

◎見学者１１名（市社協宮城支部(所長・副所長)２名、元気塾１名、元気塾のネクストチャレンジ

修了生１名、訪問はり・きゅう あっとほーむ代表１名、リベラ荘職員３名、ギャラリー杜の音

ケアマネジャー１名、吉成市民センター１名、実習生１名） 

◎リベラ荘の方２名 

◎フェリコ館の方２名 

◎地域スタッフの方１３名 

（吉成学区社会福祉協議会：４名、ボラ・ネット杜の丘：９名） 

◎職員１４名（杜：７名、包括６名、丘：１名） 

◎実習生５名（東北福祉大学実学実習２名、東北福祉大学介護実習３名） 

 

２．飲み物：１４３杯 

◎初回オーダー（７５杯） 

   ・コーヒー：５２杯、緑茶：７杯、ほうじ茶：１５杯、麦茶：１杯 

  ◎おかわりオーダー（６８杯） 

   ・コーヒー：４１杯、緑茶：７杯、ほうじ茶１９杯、麦茶：１杯 

 

３．お菓子：４１個販売（６５個発注） 

  ◎春の桜をイメージした桜の葉の塩漬け、イチゴ、抹茶味のかわいらしい詰め合わせでした。 

  ◎残りの２４個は全てボラ・ネットの皆さんで買い取りしていただきました。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

◎外担当（木村、松橋、藤本） 

・お客さまが多く、いつもより駐車場はいっぱいになっていた。桜並木下や球場横の駐車場をフル

で使用し、残り２台分しか空いてない状態であった。 

・演奏者用２台、寸劇出演者用３台分を敷地内で確保したことにより、敷地内駐車場が通常よりも

案内台数が少なくなっていたことも要因。 

 

◎玄関対応（吉田、実習生５名） 

・普段よりもお客さまの入り時間が早めであり、１３時１０分頃には会場の半数が埋まり、２０分

頃にはほとんどが着席状態であった。その後のお客さまを随時追加席にて誘導していった。 

・寸劇なので見やすい・聞こえやすい場所へ…という声掛けなどはできない程の状況だった。実習

生ではあったが、５名いてくれて助かった。 

・カフェのお客さまの流れが多すぎたため、案内中に反対側の下駄箱からスリッパを自ら出して入

って来られるお客さまも複数いた。 

⇒靴番号以外でカウントしている。 

・帰宅時に靴番号札が紛失してしまったという方が 1名いた。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は２５枚。回収率３８.５％。回収率はやや少なかった。 

・初参加の方から７枚の回答あり。 

・演奏のコメントの中に「私語が気になりました。演奏者に対して申し訳なく思いました。」とい

う意見と、全体へのコメントに「カフェの係の方々の私語が気になりました」という意見があり

ました。 

・音楽に関しては生演奏ならではの癒しと感動が多く寄せられていました。 

・寸劇に対してはありがたい意見が多く、嬉しく感じました。この内容は演出家と出演者の皆さま
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にもお渡ししたいと考えています。寸劇中の会場のお客さまの表情を写真に撮っておりましたが、

皆さんが大笑いしていたり、ほほ笑んだり、まじめな表情をされていたり、男性のお客さまが楽

しんでいらした姿がありました。演じ手としてもそれらがヒシヒシと伝わってきました。何より

メンバーの地域の皆さまの頑張りに私たち職員は背中を押されながら練習に挑むことができま

した。感謝です。 

 

６．今後の演奏について ※来年度のスケジュール表参照 

  ◎４月１８日（火） 

   田原靖彦さん（マンドラ＆マンドリン） 

   マンドリンより一回り大きいサイズの低音マンドラの独奏。マンドリンだけではない新たな演奏

の楽しみ方を提案してくれるそうです。 

 

  ◎６月２０日（火） 

   大杉由佳さん（ピアノ）＆らくらくピアノの生徒さんとの共演 

   第 1部を大杉さんのソロ演奏、第２部は生徒さんによる電子ピアノとの共演を予定しています。 

 

  ◎７月２０日（木）ナイトカフェ 

   千葉展子さん（フルート）＆他の楽器（予定） 

   ナイトの雰囲気に合わせて Jazz 演奏の予定です。 

   

◎８月２２日（火）『アンサンブル・プティフール』 

   火煙節子さん（チェロ）＆水野二郎さん（フルート）＆山田淑子さん（ピアノ） 

   初のアンサンブル！ 

 

  ◎９月２１日（木） 

   千葉敏之さん（ギター）＆山本直子さん（ピアノ） 

   初のギター演奏です。 

 

  ・皆さんへ相談。５月の演奏者候補について、吉成市民センター：山田さんより紹介された方で、

若きドラマーによる演奏はいかがかでしょうか？ドラム演奏というと雰囲気は賑やかなイメー

ジがありますが、シックなジャズ演奏ならば「午後の音楽 café」でもいいのではないかと先方よ

り提案を受けています。ドラム演奏は中高年の男性に好評のため、山田さんが以前市民センター

として「親父バンド」なるものを結成した際のつながりとのこと。ドラマー：相澤英之さん。 

  ⇒いいと思う。あまりにぎやか過ぎなければあり。ズンジャカされてしまうとびっくりしてしまう

人もいるかもだけど、大人の落ち着いた雰囲気でやってもらえれば新たな男性層などのお客さん

が来るかも。 

  ⇒事前に打ち合わせをうることが前提のため、それらを伝え、演奏を依頼することに。 

 

７．講師について 

  ◎４月１８日（火） 

せんだんホスピタル：伊藤雄大さん（臨床心理士） 

「認知症！？ うつ！？身近な人の疑わしき時の医療（相談）へのつながり方」というような内

容での講話。 

 

◎５月１８日（木） 

むらた日帰り外科・WOC
ウォック

クリニック：塩野崎淳子さん（在宅訪問管理栄養士） 

「栄養と認知症予防」についてのお話。分かりやすくユーモアを交えた講話。 

 

◎７月２０日（木）ナイトカフェ 

   認知症介護研究・研修仙台センター：矢吹知之先生 

「ナイトカフェ」についての内容を盛り込んでいただきます。 

 

 ・今後の「ゆめもり座」について 
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 ⇒お客さんからの寸劇の反応は良好。「認知症の話が分かりやすい」「自分のこととして感じられる」

などとの感想が多い。今後も講話に、ものわすれの寸劇「ゆめもり座」を取り入れていくことに

ついて、前向きに考えてもよろしいか？ 

 ⇒年に１度程度ならいいと思う。分かりやすいし。でも負担になりすぎないようにもしなければ。

通常の講師依頼よりも負担は大きいと思うので、いい塩梅に取り入れられればいいのでは？ 

 ⇒地域からの出演者もかなりやる気があるので、継続することが決まれば意識も高まると思う。今

後、反省会があるので報告させていただきたい。 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・先月の電気トラブルを経て、今回は別のコンセントにて電気コードをセットしていたが、やはり

コーヒーメーカーでブレーカーが落ちてしまった。そのため次回はもう一つのコンセントをセッ

ティングする。 

  ・コーヒーの沸かしに一気に電力を使用する。３口のコンセントより延長コードを引いて準備して

いくことにする。 

  ・今回はかなり早い時間帯より来客があった。１３時１０分頃には半分が、２０分にはほぼ満席に

なっていた。いつもよりはバタバタしてしまい、メニュー表へ記載のないままオーダーを受けて

しまったり、オーダーが重複してしまったりした。今後も慌てずに、喫茶スタッフが直接伺わず

に、テーブル担当経由できちんとオーダーを受けることを改めて周知したい。 

  ・てんやわんやしてしまったから、お客さまのアンケートの「私語がうるさい」という意見が出た

のかもしれない。 

  ・テーブルのない座席に座っていた人へ直接ティーカップを手渡してしまったため、滑って膝の上

にこぼしてしまった。幸い火傷などの大事には至らなかったが、今後はテーブル必須として配茶

したい。 

 

９．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・「寸劇を観るまでは、認知症にはなりたくない！とばかり考えていたが、主人公の手紙を聞いて、

仲間がいれば…、自分自身が負けない心持ちを持ち続ければ大丈夫…、という考えに変わった。

少し安心できて良かった。」との感想。 

  ・先月のニオイがきつくて途中退席された方が、わざわざ帰り際に「今回は大丈夫でした。配慮を

して下さってありがとうございます」とのお言葉を下さった。 

  ・「総合事業の今後が心配」という不安が聞かれた。南吉成包括エリアにお住いの方。 

  ・初参加の母子、「吉成市民センターでチラシを見て来た。寸劇も面白かったが、今後は講話も聞

いてみたいので次回も来ます」との感想。 

  ・ナイトカフェの時間帯は「主婦は来にくいわね」との意見が出ていた。 

  ・吉成市民センターの方が同じ席にいたので、センターでの催しなどの情報を得ている人もいた。 

  ・包括：松本の担当している初回参加の方。案内するも自ら進んで一番後ろの席に座られたが、耳

が遠く、聞こえない様子だった。担当者が声を掛けて、少し前の席へ案内し、一緒に座っていた

が、周囲のみなさんとは打ち解けずに最終的には途中で退席されてしまった。その後をフォロー

することに。 

 

１０．その他 

  ・今回はボラ・ネットの皆さんの『つるし雛』５基、ウェルカムコーナーへひな人形、ステージ正

面にうさぎのひな飾りを２種お借りして飾りました。各テーブルへ３月２２日のお雛様展示会」

のチラシも配り、会場が華やかになりました。 

  ・前回「ニオイがきつくて…」と途中退席された方がいらしたため、トイレ用の強い消臭スプレー

を撤去していました。そのお客さまから「今回は大丈夫。ご配慮ありがとうございました」との

お言葉をいただきました。 

 

◎ナイトカフェの内容をつめていきましょう。 

  ⇒夜の開催ということと、お酒を提供する際の事故などについて、町内での催しの際にはどのよう

な配慮や安全対策をしているのか？（北川） 

  ⇒基本的には自己責任。はじめからお酒を飲むという前提で、参加者も徒歩や家族に送ってもらっ

たり、帰りはタクシーをお願いしたりしている。（今野さん） 
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⇒お酒もあればあるだけだと制限がなくなってしまうこともあるので、１本まで！などとしている。

今回も飲み屋ではないのだから、２本まであたりで制限していいのでは？ アルコールフリーも

用意しておくといい。足取りなどはテーブル担当が注意してみておき、配慮が必要な人には対策

を講じるなどすればいい。 

⇒吉成学区では平和交通が日常的に見守り活動へ協力してくれている。地域としてそのような関係

性もあるため、帰りの時間帯に何台か配車をお願いしてくこともできると思うよ。（熊谷会長） 

⇒現金のやり取りが増えないように、ワンコイン制などとして、お酒＆つまみセット５００円、ソ

フトドリンク＆つまみセット３００円などはどうか？ 

⇒買ったお酒を冷やしておくために、町内会にフタ付きの大きなケースが３つある。 

 貸していただくことに！ 

  ※今後も振り返りの際に詳細を決めていくこととする。 

 

◎次回の振り返り日時 

  ・平成２９年４月２１日（金） １４:００～  せんだんの杜にて 

 

 【配布資料】 

  ◎第１９回 アンケート集計結果 

◎次回４月のチラシ（カラー版） 

  ◎第１８回（２月２１日）ホームページ 

  ◎平成２９年度スケジュール表 

  


